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1.はじめに 
失語症の言語訓練は、病院などの訓練施設で言

語訓練の専門家である言語聴覚士と何度も繰り返し

行うことで効果があるとされている。しかし、失語症患

者は、脳内の言語を司る部位だけでなく、運動を司る

部位にも障害を受け、運動能力も低下している場合

が多く、訓練施設へ通うのが困難であったり、患者数

に対して訓練施設や言語聴覚士の数が不足してい

ることなどの理由から充分な量の言語訓練を受けるこ

とが難しいという問題がある。 
一方、近年、インターネット接続環境の急速な普及

により、誰でも比較的容易にインターネット環境にパ

ソコンを接続することが可能となってきている。 
このような背景をふまえ、本研究ではインターネット

環境を利用して、失語症患者が訓練施設に通わなく

ても自宅から言語訓練の自習が可能な言語訓練支

援システムの開発を目的とした。 
 
2.言語訓練システムの概要 

図 1 に言語訓練システムのイメージ図を示す。 
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図 1 言語訓練システムのイメージ図 

 
言語訓練を行う患者はインターネット経由で言語

訓練用サーバに接続し、あらかじめ患者の言語能力

に合わせて設定された訓練条件に従って訓練を行う。

訓練結果は訓練結果データベースに保存され、言語

聴覚士は、訓練結果を参照し、新たに患者の言語能

力にあった訓練条件を設定することが可能である。 
 
3.言語訓練プログラム 

本研究で開発した言語訓練プログラムは助詞訓練

プ ロ グ ラ ム で あ る 。 プ ロ グ ラ ム の 開 発 に は 、

Macromedia 社製 FLASH MX および、データベース

操作スクリプト PHP を使用した。また、サーバの OS に

は、Linux を使用し、WWW サーバとして Apache、デ

ータベースサーバとして PostgreSQL を使用した。 
開発したプログラムの画面例を図 2 に示す。開発し

た助詞訓練プログラムは、助詞部分を空白にした文

章と音声を提示し、下に表示された助詞の中から空

白に入る適切な助詞を選択するというものである。正

答の場合は赤○印が、誤答の場合は赤×印が選択

した助詞の上に表示される。同一問題で誤答か無反

応が 3 回続くと正答を示し次の問題へ移る。プログラ

ムでは、提示問題、問題の正誤、反応時間などを訓

練結果データとして保存する。 
 

 
図 2 開発した助詞訓練プログラムの画面例 

 
4.訓練効果の検討 

本研究で開発した言語訓練プログラムを東京専売

病院リハビリテーション科で言語訓練を受けている失

語症患者 7 名に試用していただいた。訓練結果の代

表例を図 3 に示す。図中の箱ひげグラフは反応時間

の変化を、黒丸印は正答率の変化を表している。 
図 3 より、訓練回数が少ないが、訓練 2 回目では、1

回目に比べ正答率が上昇し、反応時間が短縮される

とともに、ばらつきが小さくなってゆくことがみられた。

他の患者も同様の訓練効果を観察することが出来た。 
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図 3 代表的な言語訓練結果 

 
 これらのことから、本研究で開発した言語訓練プロ

グラムは、失語症患者の言語訓練の支援に有効であ

ると考えられた。 
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